
京都産業大学図書館小史

年・月 事 項

1965（昭和 40）年 ２月 京都大学図書館で整理開始

臨時書庫設置（現神山ホール付近）

1965（昭和 40）年 ４月

５月

６月

図書館開館（本館３階）

初代館長 向島諦宣教授就任

閲覧・貸出開始（28 日）

1966（昭和 41）年 ４月 ２代館長 上田弘一郎教授就任

教養部図書室開設（１号館）

1967（昭和 42）年 ４月

10 月

1968（昭和 43）年 ２月

3 代館長 太田義夫教授就任

外国語学部図書室開設(３号館)

計算機による閲覧用洋書目録プリント開始（日本図書館史上初）

1968（昭和 43）年 ４月

８月

９月

11月

1969（昭和 44）年 ３月

4 代館長 堀江保蔵教授就任

法学部図書室開設（４号館）

第１回図書館商議会（現図書館委員会）開催

「調整された分散方式（堀江館長）」スタート

理学部図書室（２号館）開設

図書館事務室独立（本館 2 階）

経済・経営学部図書室開設（５号館）

私立大学図書館協会に加盟

図書館事務室１号館１階に移転

1969（昭和 44）年 ４月 ５代館長 石田興平教授就任

『京都産業大学図書館所蔵雑誌目録 1969』刊行

発注・受入業務にコンピュータ導入

応用数学科（計算機科学科）図書室開設

図書館課設置

1970（昭和 45）年 ９月 国立国会図書館「図書館間貸出制度」加入

1971（昭和 46）年 ４月 6 代館長 石田興平教授再任

教養課程指定図書制度導入

1972（昭和 47）年 ４月 7 代館長 上田弘一郎教授就任

1973（昭和 48）年 11 月 文部省大学学術局大学図書館視察委員による図書館実地調査

文部省大学学術局情報図書館課による実地視察



1974（昭和 49）年 ４月

６月

７月

11 月

8 代館長 荒木雄豪教授就任

『Lib.京都産業大学図書館報』創刊

「図書館業務の機械化」が私立大学図書館協会賞受賞

LC･MARCⅡテープ利用開始

1975（昭和 50）年 ４月

５月

1976（昭和 51）年 ２月

専門課程指定図書制度導入

国立国会図書館印刷カード利用開始

日本図書館協会加盟

1976（昭和 51）年 ４月

５月

11 月

9 代館長 荒木雄豪教授再任

IFLA（国際図書館連盟）加盟

図書出納業務機械化のためバーコードシステム実験開始

『京都産業大学図書館所蔵逐次刊行物目録 昭和 49 年 3 月末現在』刊

行

1977（昭和 52）年 ７月

1978（昭和 53）年 ３月

大教室棟北側に保存書庫完成

図書館業務機械化 5 ヵ年計画案まとまる

1978（昭和 53）年 ４月

７月

９月

12 月

10 代館長 荒木雄豪教授再任

就職関係図書コーナー設置（教養部図書室）

私立大学図書館協会第 39 回総大会・研究会開催（当番校）

会場 京都会館・ホリディ イン 京都・本学

バーコードによるオンライン出納業務テスト開始（教養部図書室）

『参考図書目録 欧文編』『スラヴ関係図書目録 欧文編』刊行

1979（昭和 54）年 ４月 洋書目録データのオンライン入力開始

1980（昭和 55）年 ４月

10 月

11 代館長 小田泰正教授就任

新入生のためのライブラリー・ガイダンス開始

洋書オンライン目録検索開始

1981（昭和 56）年 ５月

９月

10 月

11 月

1982（昭和 57）年 ３月

Ｊ／MARC テープ利用開始

DIALOG 情報検索サービス開始

オンライン貸出システム運用開始

紀田順一郎氏講演会開催

洋雑誌オンライン目録検索開始

『京都産業大学図書館中文図書目録 下巻 新学部』刊行



1982（昭和 57）年 ４月

５月

７月

９月

10 月

1983（昭和 58）年 ３月

12 代館長 花房英樹教授就任

館長相談役 小田泰正教授就任

広中平祐氏講演会開催

専門図書館関西地区協議会加盟

『京都産業大学図書館中文図書目録 上巻 経史子集叢書部』刊行

法律図書館連絡会加盟

『京都産業大学図書館年報』創刊

『京都産業大学図書館蔵書目録 和書之部』刊行

1984（昭和 59）年 ４月

９月

13 代館長 花房英樹教授再任

教養部図書室 BDS 稼動開始

1985（昭和 60）年 ４月

９月

11 月

14 代館長 植村進教授就任

経済・経営学部図書室、法学部図書室に BDS 設置

中央図書館起工

1986（昭和 61）年 ４月

1987（昭和 62）年 ３月

図書管理課、図書運用課の２課に改組される。

中央図書館竣工

1987（昭和 62）年 ４月

10 月

15 代館長 植村進教授再任

中央図書館開館

和書オンライン目録検索開始

1988（昭和 63）年 ７月 昭和 63 年度建築業協会賞受賞

1989（平成元）年 ４月

８月

10 月

1990（平成２）年 １月

16 代館長 植村進教授再任

学術情報センター（現国立情報学研究所）総合目録システム参加

日本図書館協会建築賞優秀賞受賞

工学部に情報通信工学科及び生物工学科資料室開設

1990（平成２）年 ４月 17 代館長 薮中暁教授就任

1991（平成３）年 ５月 中央図書館パンフレット(簡略版)発行

1992（平成４）年 ４月

５月

８月

1993（平成５）年 ２月

18 代館長 薮中暁教授再任

学術情報センター（現国立情報学研究所）相互利用システム参加

計算機科学研究所資料室統合

私立大学図書館協会京都地区協議会相互協力協定に参加

1993（平成５）年 12月 『京都産業大学図書館の現状と課題』刊行

1994（平成６）年 ４月 19 代館長 坂井東洋男教授就任

パソコン・コーナー設置



1995（平成７）年 ４月

５月

情報サービス課設置

『Lib.速報版』創刊

「京都産業大学 30 年展」

利用案内ビデオ『探しものは何ですか』完成

1996（平成８）年 ４月

９月

20 代館長 坂井東洋男教授再任

読書室をパソコン室に改称

1997（平成９）年 ４月

11 月

私立大学図書館協会会長校・日本図書館協会大学図書館部会長校

（～10 年度）

第 16 回大学図書館協会研究集会開催（日本図書館協会大学図書館部

会・国公私立大学図書館協力委員会共催） 会場 本学神山ホール

1998（平成 10）年 ４月

６月

目録情報課設置、４課になる

21 代館長 溝部英章教授就任

新図書館システム移行開始

1999（平成 11）年 11 月 EBSCOhost オンライン雑誌論文データベースサービス開始

2000（平成 12）年 ４月 22 代館長 今井薫教授就任

研究個室を全室学生に開放

情報教育授業（必修）内での図書館利用教育開始（新入生対象）

2001（平成 13）年 ４月

11月

12 月

2002（平成 14）年 ２月

３月

資料管理課、情報サービス課の２課に統合

私立大学図書館協会西地区部会京都地区協議会主題別研究会開催

会場 本学神山ホール・京都文化博物館・古代学協会

重複資料等除籍（約２万５千冊）

分類体系を『日本十進分類法 新訂９版』に移行

『小川環樹文庫漢籍目録』刊行

2002（平成 14）年 ４月

６月

７月

８月

９月

10 月

2003（平成 15）年 ２月

２課を統合し図書館１組織（資料管理担当、情報サービス担当）になる

教員文庫コーナーを２階に設置

『小川環樹文庫漢籍目録』刊行記念講演会開催

京都大学人文科学研究所漢字情報研究センター 高田時雄教授

「蔵書家と蔵書目録－小川環樹文庫漢籍目録の刊行によせて－」

開館時間延長開始（定期試験期間中 ～21 時まで）

グレートブックスコーナー（教職員推薦図書）設置

全蔵書 92 万冊の点検作業

23 代館長 佐々木利廣教授就任

経済・経営学部資料室廃止



2003（平成 15）年 ４月

10 月

授業科目「チャレンジ精神の源流」との連携ビデオ上映（～７月）

「プレップセミナー」（選択科目）内での DB 検索指導開始

（法学部１年対象）

2004（平成 16）年 ４月

10 月

法科大学院図書室開設

開館時間延長（開講期 土曜日 ～18 時まで）

京都コーナー拡張

24 代館長 佐々木利廣教授再任

2005（平成 17）年 ４月

５月

６月

７月

11 月

新図書館システム稼動

Web サービス開始

一般市民への図書館開放開始（閲覧・複写・レファレンス）

「京都産業大学図書館書評大賞」創設（第 1 回実施）

Web－ILL サービス開始

就職支援ガイダンス「就活力セミナー」開始（進路センターと共催）

2006（平成 18）年 10 月

2007（平成 19）年 ２月

25 代館長 小林一彦教授就任

不用図書の選択開始

2007（平成 19）年 ４月

９月

2008（平成 20）年 １月

個人視聴覚室改修・施設・設備更新

外国語学部資料室廃止

津ノ国書庫廃止

2008（平成 20）年 ４月

７月

10 月

グループ視聴覚室改修・施設･設備更新

コンテナサーバー（マイクロフィルム自動出納保管庫）１機増設

26 代館長 小林一彦教授再任

2009（平成 21）年 ９月

11 月

私立大学図書館協会西地区部会研究会開催（当番校）

貴重書電子展示室 開設

2010（平成 22）年 ４月

10 月

12 月

開館時間延長（休業期 月～土曜日 ～18 時まで）

27 代館長 瀬尾美鈴教授就任

中央図書館書庫棟起工式の挙行

2011（平成 23）年 4月

12 月

新図書館システム LINKS Ⅳ（iLiswave-J）稼働開始

学術リポジトリ「KSU リポジトリ」の開設

2012（平成 24）年 8月

9月

10月

入館ゲートの更改（IC カード対応・タッチ式へ）

書庫棟竣工

28 代館長 小林武教授就任

2013（平成 25）年 3月 バリアフリー玄関及び館内スロープ・エレベータの設置

自動書庫運用開始



歴代図書館長

氏 名 所 属 在 任 期 間

初代 向島 諦宣 教養部 1965（昭 40）.４.１～1966（昭 41）.３.31

２代 上田弘一郎 教養部 1966（昭 41）.４.１～1967（昭 42）.３.31

３代 太田 義夫 経済学部 1967（昭 42）.４.１～1968（昭 43）.３.31

４代 堀江 保蔵 経営学部 1968（昭 43）.４.１～1969（昭 44）.３.31

５～６代 石田 興平 経済学部 1969（昭 44）.４.１～1972（昭 47）.３.31

７代 上田弘一郎 教養部 1972（昭 47）.４.１～1974（昭 49）.３.31

８～10 代 荒木 雄豪 理学部 1974（昭 49）.４.１～1980（昭 55）.３.31

11 代 小田 泰正 理学部 1980（昭 55）.４.１～1982（昭 57）.３.31

12～13 代 花房 英樹 外国語学部 1982（昭 57）.４.１～1985（昭 60）.３.31

14～16 代 植村 進 教養部 1985（昭 60）.４.１～1990（平２）.３.31

17～18 代 薮中 暁 外国語学部 1990（平２）.４.１～1994（平６）.３.31

19～20 代 坂井東洋男 外国語学部 1994（平６）.４.１～1998（平 10）.３.31

21 代 溝部 英章 法学部 1998（平 10）.４.１～2000（平 12）.３.31

22 代 今井 薫 法学部 2000（平 12）.４.１～2002（平 14）.９.30

23～24 代 佐々木利廣 経営学部 2002（平 14）.10.１～2006（平 18）.９.30

25～26 代 小林 一彦 文化学部 2006（平 18）.10.１～2010（平 22）.９.30

27 代 瀬尾 美鈴 総合生命科学部 2010（平 22）.10.１～2012（平 24）.９.30

28 代 小林 武 文化学部 2012（平 24）.10.１～


